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選者紹介

阪
西
　
敦
子
（
さ
か
に
し　

あ
つ
こ
）「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人　
「
円え

ん
こ
う虹

」
所
属

昭
和
五
十
二
年
神
奈
川
県
生
れ
。
祖
母
の
勧
め
で
七
歳
よ
り
作
句
、
稲
畑
汀
子
選
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
児
童
・

生
徒
の
部
で
投
句
を
開
始
。
第
二
十
一
回
日
本
伝
統
俳
句
協
会
新
人
賞
受
賞
。
日
本
伝
統
俳
句
協
会
理
事
。

句
集
『
金
魚
』（
第
二
回
稲
畑
汀
子
賞
奨
励
賞
（
句
集
部
門
））。
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
俳
コ
レ
』『
天
の
川
銀
河
発

電
所
』
入
集
。

ラ
グ
ビ
ー
の
空
の
限
り
を
闘
へ
り

対
馬
　
康
子
（
つ
し
ま　

や
す
こ
）「
麦む

ぎ

」
会
長　
「
天て

ん

為い

」
最
高
顧
問

昭
和
二
十
八
年
香
川
県
生
れ
。
昭
和
四
十
八
年
「
麦
」
入
会
。
山
口
青
邨
、
中
島
斌
雄
、
有
馬
朗
人
に
師
事
。

平
成
二
十
七
年
文
部
科
学
大
臣
表
彰
。
第
十
回
桂
信
子
賞
受
賞
。
現
代
俳
句
協
会
副
会
長
。

句
集
『
愛
国
』『
純
情
』『
天て

ん

之し

』『
竟き

ょ
う
め
い鳴』
な
ど
。

ま
だ
見
え
ぬ
嬰
の
ま
な
ざ
し
な
ら
ば
雪
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鴇
田
　
智
哉
（
と
き
た　

と
も
や
）「
オ
ル
ガ
ン
」
同
人

昭
和
四
十
四
年
千
葉
県
生
れ
。「
魚
座
」「
雲
」
を
経
て
現
在
に
至
る
。

句
集
『
こ
ゑ
ふ
た
つ
』（
俳
人
協
会
新
人
賞
）『
凧
と
円
柱
』（
田
中
裕
明
賞
）『
エ
レ
メ
ン
ツ
』。

耳

あ

て

を

外

し

頭

で

考

へ

る

能
村
　
研
三
（
の
む
ら　

け
ん
ぞ
う
）「
沖お
き

」
主
宰　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
講
師

昭
和
二
十
四
年
千
葉
県
生
れ
。
昭
和
四
十
六
年
創
刊
間
も
な
く
の
「
沖
」
に
投
句
、
福
永
耕
二
の
指
導
を
受
け

る
。
俳
人
協
会
理
事
長
。
俳
句
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
会
長
。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
。

日
本
文
藝
家
協
会
会
員
。
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
評
議
員
。
千
葉
県
俳
句
作
家
協
会
会
長
。
市
川
市
俳
句
協
会

会
長
。
句
集
『
鷹
の
木
』（
俳
人
協
会
新
人
賞
）『
騎
士
』『
海
神
』『
磁
気
』『
滑
翔
』『
肩
の
稜
線
』『
催
花
の

雷
』『
神
鵜
』（
俳
句
四
季
特
別
賞
）。

歳
旦
の
竹
の
精
気
を
貰
ひ
け
り

　

全
作
品
の
名
前
を
伏
せ
て
、
全
選
者
に
そ
れ
ぞ
れ
特
選
・
秀
作
・
佳
作
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た




